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『散文 トリス タ ン 物語』 に お ける 「鉱物誌」

な い しその 出典 に 関す る一 考察

一 鉱物の 介入 と 『物語』の 企み 一

佐佐木茂美
＊

「そ の 手 に は こ の 世 で 最良の 騎士 で あ る と言 う意味 を も っ て 黄金 の 林檎
一つ が あ っ た 。

そ し て い ま
一

つ 「権勢 1 の 標は、かれ の 胸の 中央 に あ る大層素晴 しい 石 で 、暗い 闇 の 空

模様の な か 半 日 の 騎行行程 の 先か ら も見 る こ との 出来る ほ ど に そ の 石 は 素晴 しい 光彩 を

放 っ て い た 。 」
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26−32）1）

「石 」 を所持す る者 は 「天上 の騎士 」 と 言わ れ る ガ ラ ッ ドで あ る 。

」、舐 用部 を考究 す る 本稿 は 鹸 1・ は ・国際 ア
ーサ ー王

・〕
絵 」総会 （2・・2 年 7 月・於

英 ．バ ン ガ
ー

大 学） で の 蕨 発表 rr散 文 ト
1丿・ タ 吻 語』 に お け る プ リ ア モ 旺 の 城」

（Cha 、eau 　d，　P ，i。 m 　dan 。 1・・R − d・ τ融 ・・ 卿 ・σ・・） を まず行 v ・・プ リ ア モ ス の 創建

の 城 齦 城 と し、つ い に は ア ・レ チ 。

一
・レ （ア

ー
サ

ー）王 （キ リ ・ 暾 圏 を代表す る 王者 ） と

対峙す る に 至 る こ の ト ロ ヤ最後 の 王 の
一
了孫た ち、

一 紀元前 1，200年か ら の 2，000年に わ た

る 過 去が 第 殺 階 （挿話群 §§39〜44 前半） とな る
一

を取挙げた。つ い で さ ら に拡大、§

44 の 後半部分 お よ び §45 を加 え て 発表対象 と した （「日本 フ ラ ン ス 語 フ ラ ン ス 文学会」春季

総会）・・
． 七 つ の 賭 よ bt、 る ・ の 構造研究で は、現糾 世蝉 で は勲 見 ぬ こ の 主題・か

つ 「プ リア モ ス 王 の 城」 の 輻湊す る筋書 の た め に 規定枚数 に は収 め き れ な か っ た最終挿話 ク

ラ イ マ
。 ク ス 部 齢 回 の 稿で 扱 う事 に な る ．

ガ ラ 。 ドの 冒険 の 締め拗 に 位置 し・そ の 身に

つ け る 「石 」 の 意味 を問 う局限的考究一 そ の ミ ク ロ な 寸法 は
一 巨視 的 な テ ク ス ト全 体 を

問い 糺 し、解明 の 鍵 とな ろ う． さ らe・・ lik一つ の オ ブ ジ ・ の 在・不 在が 文化 縮
’
い 当て る事 に

もな る は ずで あ る 。
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明星大学研究紀要 【口本文化学部 ・苫 語文化学科】第 12号 20e4年

「ガ ラ ッ ドの故 に」、 プ リア モ ス の城の 「崩壊」 と 「再興」

　 ブ リ タ ニ ァ （ロ
ーグ ル 王 国） （Royaume 　de　Logres ） と ト ロ ヤ の 対立 構造は そ れ まで の

ア ル チ ＝　・一ル 王 伝説 の 知 らぬ側面 で あ る
。

プ リ ア モ ス 王 か らみ て 四 代 を下降し た ブ ル ー
トス

（Bru） を祖先 とす る 卩 一グ ル 王 の 一族、両 者 を 「同族 」3）とす る擬歴史 的過 去 の 融和要 素 を

『散文 ト リ ス タ ン 物語』 （以 降 r散文 』）は拒否 した こ とに な る 。 §§44〜45 は ア ル チ ュ

ー
ル 没

後、130年 4）して 出現す る シ ャ ル ル マ
ー

・＝
ユ （カ ール 大帝）（742〜814） を関わ らせ て 、『物

語』 を逸脱す る未来 へ と展 望 を開 く。
「シ ャ ル ル と呼ぱ る る、ガ リ ア の 王 」

5） （li　rois 　de

Gaule　qui　Charles　sera 　apel6s ）（§44，　11，42−43）の 系譜 は ア ル チ ュ

ー
ル の 率い る 「円卓 の

騎士 」 の 一、ガ ラ ッ ド （Galaad ） に 遡求す る 。
「か か る 王 （シ ャ ル ル マ

ーニ
ュ ） は バ ン 王 の

血 筋 よ り くる もの で そ の 家系 の 良 さ、武 の 道 に 関 して 何か を受 け継 ぐ者 で あ ろ う］ （11．50−

52）．

　 こ の 言葉の 出所は ア ル チ ュ

ー
ル が 耳 に した夢中の 「声」 （vois ）（1．39）で あ っ た6）

。
「声」

は未来 を告げ て シ ャ ル ル 王 の 「イ ギ リス 制覇」 の 完了 を起点に 、ガ ラ ッ ドの 冒険 （異教 の 根

城 の 「崩壊」） を受け継 ぐ、王 に よ る 「再建」、そ の 仕上 げ として の ガ ラ ッ ド像 の 完成が 問題

とな る箇所で あ る 。

　 こ の 一群 の エ ピ ソ ッ ドで 、ガ ラ ッ ド と そ の 末裔と さ れ る シ ャ ル ル マ
ーニ

ュ と の 関係が 非常

に 強調 さ れ て い る こ と が注 目 さ れ る。異教徒 と化 した F ロ ヤ 人 の 根城 （§39，ll．45−47）は、

厳密 に は 「塔」 （§42，ll．1−2） の 「驚異」 が 展開 さ れ る 。そ こ に 捕わ れ た ガ ラ ッ ドを含 む 三

人 の 騎士お よび 囚人 の 救出、異教徒 の 死 と生存者 の 改宗 （ll．25−32）が 集約的 に か く呼ば れ 、

そ の 時 「塔」 は真二 つ に 割れ る （ll．11−12）7）。

　§45 で 初 め て 「塔」 の 「崩壊」 は 「ガ ラ ッ ド救出」 （delivrance　de　Galaad）（1．12） の た

め と明言 さ れ る 。
こ の 箇所 が か れ を主人公 とした エ ピ ソ

ッ
ド と 「ガ リ ア の 王 」 を連係 させ る

地 点 とな る 。
「わ れ ら が 主 が 許 した まわ ば、ガ ラ ッ ド故 に そ こ に 赴 き8）、そ れ を再興す る で

あ ろ う…
」 （ll．12−14）「塔」 に 関す る 「奇跡」 と シ ャ ル ル v 一

ニ ュ に よ る 城 「再興」 は と も

に ガ ラ ッ ドに 関 わ る。 こ の 箇所 に は地．h の 愛 を完遂す る ト リ ス タ ン 　　 r散文』 の 本来の 主

人公
一

は想起 さ れ る こ とは ない
。

　以 上 の 「原典解釈」 は セ カ ン ス の 最終挿話で の シ ャ ル ル マ
ーニ

ュ 導入 が 、「石」 と関わ る

ガ ラ ッ ドの 名が 特権的 に 挙げ ら れ る ま さ に こ の コ ン テ ク ス トに 位置す る 事 を確認 し て 置 き た

い 。 ト リ ス タ ン の 死 と喪 に 服す宮廷 （§141）、 さ らに 「円卓 の 騎士 」 たち の 探索 の 果て 、死

者を数 え る ア ル チ ュ

ー
ル （§142−143）よ りな る 『散文』 の 終章 （§136−137）は、「聖杯」 の

神秘 を見 る事 とな る ガ ラ ッ ド とそ の 死 で は 取 り上 げ ら れ る こ とな く9）、そ の 前に位置す る カ

ロ リ ン ガ朝 の 系譜 を有機的 に 連係 さ せ る こ の 地点 の ガ ラ ッ ドお よ びそ の 「石 」 に 関わ っ て 来

る。

幻の 「石」、「紅玉 」と 「石榴石」の 位階

「石 」 が あ る 事 と、そ の 表象 の 二 層 の 解釈を迫 る 場面 で 問題箇所は次 の 章句 で あ る。

9

の

21

“
暗 い 闇の 空 模様 に あ っ て は 半 日 の 騎行行程 の 先か らも見 る こ との 出来 る ほ ど に （そ の
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「散文 卜 V ス タ ン 物語 』 に お け る 「鉱物誌 ： ない しそ の 出典 に 関す る ．・考 察 佐佐 木茂美

石）は素晴 しい 光彩 を放 っ て い た 。 」 （§45，ll．28−32）

　 こ の 「石」 を特定す る た め に は まず 「古 代 もの 」
10）　，そ して ク レ チ ア ン ・ド・ト 卩 ワ の 四

作品 に 頻発 す る 「宝 石 」 の 一、「紅玉 」 ／ エ ス カ ル ブ ー
ク ル （escarboucle ） が 、一 仏文

学 の 最初期 に 現 れ る 、時 に 神秘的な程 に そ の 光彩 11）が 強調 さ れ る 事 を
一

を視野 に 入 れ る べ

きで はあろ う。さら に こ の 語の 邦訳 をい か に 選定す る か、まず手 1頂を フ ァ
ン

・
ワ ル トブ ル グ

の 浩瀚な 『語源辞典』 を閲する こ とか ら始 めた い
。 まず carbo の 指小 辞 carbonis か ら来た、

と し 「プ リ ニ ウ ス 以降、ギ リ シ ャ 語 の αpep αξ （炭火） を言い 換 えた ル ビ ーを示す」
12）と あ る 。

だが こ こ に は ギ リ シ ャ 語源 を挙げ つ つ 、 こ の 「紅玉 」 特有の 際立 っ た 「光彩」 に 触れ られ て

い な い し、 な ぜ 「ル ビ ー
」 か に も言及 は な い

。

　 フ ァ ン ・ヴ ァ ル ト ブ ル グ の 言 う、プ リ ニ ウ ス の 証 言 は 複 数 の carbunculi を 挙 げ、

anthracitis と言わ れ る種が 「炭火 に 似 て い る 」、「火 の 色」 と記載 して い る 13）
。 ギ リ シ ャ 語

源 の 言及 あ る の み で r散文』 の こ の 石 が 「暗い 闇 の 空模様 」 に あ っ て 、「半 日 の 騎行行程」

か らもは っ き り と眼に す る事の で き る とする 「光」 重視は どこ に もない
。

　光は どこ か らくる か ？　 多 くの 中 LU：フ ラ ン ス 語訳 を 生 ん だ マ ル ボ ード （Marbode ）（1035

〜 1123） の r鉱物誌』 （1）e　lapidibus）14）− 616 の 写 本 を数 え る
15）と言 う、極め て 広範 な読

者 を得 て い た、と断言 し得 る
一

に は こ の 点の 詳細 が あ る 。

「紅玉 」 は すべ て の 燃ゆ る 宝石が 中で 卓越 し、

至 る 所 に 炭火 の ご と く光線 を投げ る 。

（＿）

だ が ギ リ シ ャ 語で は
「

炭火」 と言わ れ る 。

暗闇 は そ の 光 を 消す こ と は 出来な い 、

（．．．）

こ の 石 は リ ビ ア の 穴 居生活者 の 住 ま う地 方に 生 まれ、

そ の 種類は 12種 を数え る と言わ れ る 。

Ardentes 　gemmas 　superat ，　carbunculus 　omnes ，

Nam 　velut 　ignitus　radios 　jacit　undique 　carbo ，

（＿）

Sed　graeca　lingua　lapis　idem 　dicitur　anthrax

Hujus 　nec 　tenebrae　possunt　extinguere 　lucem ，

（＿）

Nascitur　in　Libia　Tragoditarum 　regione ，

Et　species 　ejus 　ter　ternia，　tresque　feruntur．16）

こ の 12種一
な ぜ 12 種類 か 、 の 説明 も分類 もない

一
を数え る と マ ル ボ

ー
ド （ラ テ ン 語原

典）は言 うが そ の 中で 「炭火 」 色 の 石 の イ メ
ージ が膨 らみ 、「火」 で あ り、「灯火 」 で 同時 に

あ る、「穴 居生活」 の 必 需品、 リ ビ ィ ァ 起源 と詳述 さ れ る 。

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 218
　

．
占代 の 博物学 （ア リ ス トテ レ ス 17〕が 果た して 同 じ石 を取．Eげた もの か ？） に は ない 「鉱物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（43）
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明星人学研 究 紀 要 【日 本文化 学 部 ・言語文化学科】第 12号 2004乍

誌 」 固有 の 「光 」 の 強調 18｝が あ っ て 「散文第ニ ア ン グ ロ ノ ル マ ン 」 と銘打た れ た マ ル ボ ー
ド

の 訳 は Ca・bun ・u1 ・ ・ R ・ bi・ と し て ・「紅玉 」 （工 肋 ・レ ブ ー
ク ・レ ） と 「紅玉 」 （，レ ビ ー

）を

同
一一

視 して い る
19）

。 以下 諸般 の 原典 の 読み 比 べ か ら carbunculus は総称 で あ り、ル ビ
ー

は

そ の 「華」 と言 う事 に な る 。

　
escarboucle の 語は 「石 榴石 」 と して 現代 フ ラ ン ス 語 に も残 る も の を含み 、 現在 の 「宝石

学」（gemmologie ）は 「準宝石」 （pierre　semi −pr6cieuse ） の ラ ン ク に 下げ て い る 2e）
。 中世

は 「宝石 の 中の 宝石」、同
一色彩 の 赤 の 「ル ビ ー

」 と
一括 り と し、同 じ 「宝 石 」 と認識 して

い た 、 とみ られ る 21） （分類 の 誤差、ない し格差が 実体 を掴み 難 くし、か つ 邦語 へ の 翻訳 を 困

難 に して い る）・ ガ ラ バ の 「石」 を以降、本稿で は 「紅玉 」 ／ ・レ ビ ー
と して 読み 進 めて 、、

きた い
。

　
ガ ラ ッ ドの 「紅玉 」 の 表す意 味は 何 か ？　『散文』 は こ の 「石 」 の 「モ ノ 」 として の 特徴

を、闇に 輝 く性質 として強調は す る。だ が 、r鉱物誌」 の 列挙す る 「夜光性」 の 記載は 無い
。

「暗 い 闇 の 空 模様」 と効 微妙な、「夜」 と言わな い 肋 の 用意 が 謎 れ て い る ． そ の 上 「意
味 （効能）」 は述べ て い な い ・まず ・黄金 の 襁 」 が ガ ・ 。 ドの 手 に あ り、一 本稿冒頭部
分参照一

そ の 記 述 を引 き取 っ て 「い ま
一

つ の 『権勢』 の 標 は 」 とあ る 。
「黄金 の 林檎」 と

並 べ て の 「意味」 を 「紅玉 」 に 与 え よ うと意図 さ れ て い る、そ れ は 明 ら か で あ る 。

　上 掲 マ ル ポ ー
ド訳 『鉱物誌』 （「散文 翻案」）は 「紅玉 亅（ル ビ ー） に 「権 勢愛」 （ami 　de

seignurage ）22）とい う意味 を付与 して い る。『エ レ
ッ ク と エ ニ ード』 は こ の 点 に あ っ て 、 こ

の 二 語 rubi ，　escharboclc の 同時使用 と、言 い 当て られ た意味の 両面 か ら注 目す べ きテ ク ス

トで あ る。 ヒ ロ イ ン の 外套 を飾 る 宝石 に つ い て 、「他 の 側 に は紅玉／ル ビ ー
が あ っ て ／燃 え る

紅有 に も まして 輝 い て い た 」 （vv ・1593一ユ594）・3・ 「紅玉 」 は 「王 冠」 の 意味 を補 充す る もの

とな っ て い る
。 しか も そ の 数四 個 と あ る 24）

。 数詞 の 「拡大 辞」、そ の 象徴性 に 照 らせ ば 25）世
界制覇で あ る 。 宝石 に よ る 光 は ク レ テ イ ァ ン の 全 作品に 関わる特徴で あ り

一 時代的特徴で

あ る 以上 に 　 ア ・レ チ 广 ・レ 自躰 眩暈 を憶 え る ほ ど の 、と テ ク ス トの 言 う照明 を与 えつ つ 、
鰍 の 注意 を鰍 し・そ i に 別次元 の 意味、象徴性 を提示 す る ． 騨 の 「石榴石 」、月や、
星 や 、夜光 との 比喩、比較 を超 え て 、「紅玉 」 さ らに 珠玉 の ル ビ ー

お よ び そ の 数四 個、そ し

て 「紅．一長」 の 「陽光」 との 意味 を 孕ん だ 「接近」点 に 「聖杯」 の 光 彩が 位置 す る 26）
。 r鉱物

誌』 を出 て 、「物語」 世界は 現実 を改変 し、豊穣な 「驚異」 の 野 を奔放 に 駆 け る 。

　『散文』 の ガ ラ ッ ドは 「騎士」像で あ り、

ガ ラ ッ ドの 名誉 の た め に作 られ た騎
．
上

（le　cev ・lier　q・i ・t　est6 　f・is　e ・ r。・ … d・ G・laad）（§45，11．22−23）

　　　
「黄金 の 林檎」

2了）と 「石 」 の 等価が まず明記 さ れ て い る 。 r散文』 の V，1−IIが 1240年 以 降 と

　　　
し て 、そ れ よ り数年か ら 10 年は 以 前 の 著作年代 をもつ 、圧 倒的な影響力 を も っ た 『薔薇 の

　　　物語』前編 の 「欟 」 （Ri・hece）28 ’嬾 人化 （王 妃な い し妊 ・9・） rb・た だ ち に 想起 さ れ る。

　　　r鉱物 誌』 の seignurage は採用 さ れ ず、　Richeceと あ る。頭上 の 王 冠 の 中央 に 嵌 め込 まれ
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た 「紅玉 」 （esch ・rb ・u ・1・）3°） （・』 ・・）は 「一跣 （・・11・4） まで ・見 え る と、騨 ・ 指

（44）
定一

ヴ ・ リ ア ン ト31〕繝 み して も
一

の 明記が あ る ．
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1紅玉」 は 、世俗 の 「権勢．」 と明記 さ れ た 記述 を そ の ま ま受 け い れ て も辻褄は 合 う。しか

しな ぜ 王 冠 に ガ ラ ッ ドは 「紅玉 」 を も っ て は い な い の か ？

兜から 「胸中央」 へ 、ア 囗 ン の紅玉 ／ル ビー

　ガ ラ ッ ドの 「石 」 ＝ 「権勢 1 と い う解釈は 予定 さ れ て い る 。 だ が そ の 「安心 感」 を 阻 む も

の は 、「紅玉 」 の 置 か れ た位置で あ る 。『散文』 は 言う。

か れ の胸 の 中央に は （enmi 　son 　piz）（§45，11．　29−30）

　ガ ラ ッ ド像が 「モ冠 」
32 ）も載せ ず、そ の 「紅玉 1 が 「胸」 に あ る 、 とい う明示 に い か な る

作者 の 意図 が 読め る か ？　 ラ テ ン 語 「心 」 （cor ） の 訳語 と して の cuer 、ま た フ ラ ン ス 語内

部で の cuer ／cor33 ） （心 と体）な ど叙情詩面 で 多用 さ れ た 語彙 ・対語は援用 さ れ ず、広 い 範

囲 の 内臓 （心 臓、肺、 とき に 胃） を被 う胸郭前方 piz が 使 わ れ て い る 事 が 注 目 さ れ る 。　 r散

文』 で ガ ラ ッ ドの 「紅玉 」 の 置 か れた直前に は次 の 行 が 読 まれ る 。

ガ ラ ッ ドが 手 に した ご と き同 じ盾 と兜を造 ら し め た 。 （11．17−18）

　つ ま り 「兜」 を
一旦 は挙げつ つ そ れ を意識的 に 避け て い る点が 眼を惹 く。 騎士 は 『ロ

ー
ラ

ン の 歌』以 降 「兜」 に こ の 特権的な宝石 を象眼 させ て い た 。
こ れ に は 夥 しい 証左 34）が あ り、

王 冠 と並 ん で 兜 （と く に 「鼻当 て 」
35＞部分）が 「紅玉 1 に 当 て ら れ た 位置 で あ る。騎士 ガ ラ

ッ ドで 頭上 で も兜で もな い 位置 に 嗔め られた こ の 「宝石 」 はな に を意味す る か ？　 王権や世

俗 の 諸権力 とは無縁 で は ない か ？

　 レ ン ヌ の 司教で あ っ た が マ ル ボ ードは む しろ異教 的か つ
．
占典

．
占代的な 「紅玉 」 （エ ス カ ル

ブ ークル ） の 定義 を 主 と して 採 る 。 キ リ ス ト教的 「比 喩的語法」 （tropologique ） に よ って

展開す る 「キ リ ス ト教 的韻文鉱物誌 」
36） （Lapidaire　C加 覦 召η en 　vers ） に よ れ ば、

「

効能」

（vertus ）が 神 に よ っ て 二 つ の 場所に 置 か れ て い る と まず断言す る 。
！石 と草木 と言葉 に 」

（em 　pierres ！Et　en 　herbes　et　en 　paroles ）（p ．　239．　vv ．52−53）。 な か で も 「宝石」 が 神は

愛で ら れ 、そ の 名称す ら そ の 意図 に あ る、と こ の 「鉱物誌 i 冒頭 で 、 さ らに 本書 を情報源 と

す る 「フ ィ リ ッ プ 王 の 鉱物誌」37〕で も （Ed．　Pannier
，
　p．292，11，3−4）か く宣 言 す る e 宝石 は

「創造」 （cria ） さ れ 、「効能．（vertus ）、「美 し さ」 （graces ）、「名称」 （10r　nons ） （vv ．19，

21，　22　et　23）も、人間 の 抑制 を超 えた とこ ろ に あ る、 と。

　ガ ラ ッ ドの 「石」 は厳密 に は モ ーセ の 三 歳 ヒの 兄 で 、ユ ダ ヤ 教初代大祭司 ア 卩 ン の 緋 の 祭

服、そ の うえ に 置か れ た胸元 の 宝石 （「出 エ ジ プ ト記」、28−29、39、「レ ヴ ィ 記」、8−10、「民

数記 」、16−18） を指差 して は い な い か ？　宝 石総数 12は （12 の 民 の 名が 刻ま れ て い る と言

う） こ れ は マ ル ボ ードの 「紅玉 」 の 種数 に に 通 じ る38）
。

「キ リ ス ト教韻文鉱物誌」 は 「衣」

（vestement ）（v ．75） と 「旧 約」 （vi6s 　testament ） （v ．76） の 脚韻 を踏 ま せ て 大 要 を紹介

す る 。

ア ロ ン の 胸元 に 黄金 の 鎖で
6

ゆ
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下 が っ た （Au 　cha1nes 　dbr 　fu　pendus

Au 　col 　Aaron ）（p，240，　vv ．91−92）

　「ユ ダ ヤ 人の 最初 の 祭司ア ロ ン の 胸 の 上 に 、 わ れ らの 主 の 命 じた も うた よ うに 12 の 石 が 置

か れ た か の 祭服が 下 げ ら れ た 。 」 （Icele　parement 　ou 　les　douze 　pierres　furent　mises 　par

le　commandement 　nostre 　signor 　sor 　ge　piz　Aaron 　fu　penduz ，　qui　li　premiers 　prestres

des　juis　fu）（p ．292，　11．14−17）39）．こ の 用例 で は co1 で はな く piz が 使わ れ て い る事が 注 目 さ

れ る。

　「さ て 聴 か れ よ、神が 愛 で ら れ し石 を い か に 呼ば れ る か 」 （p．241，vv ．97−98）、 とあ っ て

「神の 造 られ し高価 な宝石、そ の 数 12」 （dollze　de　ses 　pierres　chieres （v ，79）、つ い で 列挙

が な さ れ る 。
「四 列」 ご と に 「三 種 の 石」 （v ．89）が 付 け ら れ た

。
二 列目 の 配列 で 問題 と な

る の が 「ル ビ ー
」、「紅玉 」 （エ ス カ ル ブ ーク ル ）で あ る。rubys ，　escharboucles の 等価 が こ

こ で もまず確認 さ れ 、そ の 美 し さ で は他 の すべ て の 石 を凌 ぐ とあ る 。

は じ め に 人 言 うよ うそ の美 し さ で は

す べ て の 石 を凌 ぐル ビ ーが 填め られ た

ま さ に 紅．k．の 名 を も っ て い た

（Premierement 　i　fu　assis

Li　rubys 　qui 　toutes　par 　conte

Les　pieres　de　biaut6　sormonte ：

Escharboucles　eut 　non 　sans 　doute ；（vv ．106−109）40〕

　　　先 に 検証 し た 「紅土 1、「石榴石」 の 特徴が 反復 さ れ 、
こ こ で もな お 「権勢」 との 密接な関係

　　　が 詳述 さ れ る 。
「先 に 学ん だ よ う に ／ ル ビ

ー
に は 世 継か ら世継 ぎ へ 、／先 祖 よ り の 主 権

　　　（signorie ） が あ る。／そ れ に よ り、ル ビーは ま i に 主 た る 12 の 石 の 自然 の 石 の ／持 て る 力

　　　と効能、」 （p，246，vv ．276−286）

　　　　同テ ク ス トは宝石 の 「意味」 （senefiance ） を取．Lげて なお 「ル ビ ー
」 を問題 とす る 。

「ア

　　　卩 ン の 胸元 に は ル ビ ーが ／宝石 の 中の 宝石 と呼ば る る ／貴て な る、愛で ら る る ル ビ
ー

が ／置

　　　か れ て い た 」、 （（＿）fu　 mis 　 fAu　col 　Aaron 　li　rubys
，
／Li　sires 　des　 pierres　 clamez ，／ Li

　　 ヵ7観 6s　rubYs ，　li　amez ，） （p．264，　vv ．878−880）

　　　　escarboucles − 「紅玉 」 に し ろ、「石榴石 」 に しろ、　　 に 注 目 した 先行 の 研究に は こ

　　　の ヘ ブ ラ イ的側面 は 取 り上 げ られ て い な い 。
「紅玉 」 中の 筆頭 「ル ビ ー

」 に 託 さ れ た こ の 別

　　　次元 の メ ッ セ
ージ に 注 目す る時、テ ク ス ト解釈 の 修正 が 求め られ て こ よ う。 「物語」 の ジ ャ

　　　ン ル で の 「光 」 と 「光 彩」 が あ ら ゆ る 「美」 を集約する 、
「月光 」 と 「星 辰 」 の 光輝 を凌駕

　　　す る こ の 宝石 は 、本稿 で は 「日輪」 を も超 え る も の とな る か らで あ る 。
「キ リ ス ト教韻 文鉱

　　　物誌 」 に よ る と 「ル ビ ー
」 は 「苦 し む も の よ り苦 し み を除 き」 （v ．882）、「か か る 効能 に よ

　　　り ／ rl夜あ らゆ る 宝石 を照 ら し出す。／い か な る 石 もル ビ ー
に 比す 事は 出来な い 。」 （p．265，

　　　vv ．883−885）
215
　　　　一神教 の 神 の 予定は

一
天体 （異教 の 崇拝対象） に は無 く 、

一 「宝石 」 の 内 に C そあ る

（46）
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「散文 ト リ ス タ ン 物語」 に お け る 「鉱物誌」 ない しそ の 出典 に 関 す る一考察 佐佐木茂美

と の 明言が あ る か らで あ る。 さ ら に 「ア 卩 ン の 胸」 の 「ル ビ ー
」 は キ リ ス ト自身 を表彰す る

との 断言が 読 まれ る 。

モ ーセ は 　そ の 書で記 して い る 。

そ れ （ル ビ ー）は イ ヱ ス ・
キ リ ス トを表 し

こ の 世 を歩むた め に 来 り、

そ の 暗 き民 に 光 を与 えんた め で あ っ た 。

か れ は暗夜 を照 らし給 うた

こ の 世 を歩 まれ る時。

（Moyses　en 　son 　livre　escrist

Qu
’
il　senefi α α　fhesu　Crist

Qui　vint 　en 　terre　cheminer ，

Son 　obscur 　peuple　enluminer ；

Lor　tenebres　enlumina

Quant　il　en 　terre　chemina ．） （vv ．889−894）41）

「陽光 」 を凌 ぐ光 源 、
キ リ ス トが 大 祭司 ア ロ ン ー か れ そ の も の が キ リ ス トの ト ロ ポ ロ ギ ァ

　　の 胸元 よ り輝 き出ず る 「ル ヒ
ー　・一

」、の 読 み が 確認 さ れ る 。

　 ア 卩 ン の ル ビ ーは ユ ダ ヤ 教か らキ リ ス ト教 へ 、現今 の （大）司教 の 「佩用 の 1一字架」 に 繋

が る重要 な表象 とな る。同 じテ ク ス トで 20 行先 に 厂ル ビ ー
」 と 「ア ロ ン の 胸」 とが さ ら に

確認 され る 。「k 」 を所持す る者、 ガ ラ ッ ド＝キ リ ス ト
42）の 同

一化は r散文』 の r聖 杯 の 探

索』
43）組入 れ の 意図が こ の ク ラ イ マ

ッ ク ス 部で 明確に 映 し出 さ れ て く る とい うこ とで は ない

か ？　 『聖杯 の 探索』 の 結び に ガ ラ ッ ドを前 に 立 ち現れ る ヨ セ フ ェ 、「キ リ ス ト教徒 の 最初 の

司教」 （li　premiers　evesques 　des　crestiens ）（p．268，
　L　22）は 自分 （ア リ マ タ ヤ の ヨ セ ブ

の 息子） と ガ ラ ッ ド との 問 に 相似 を指摘す る （p．278，ll，22−24）。っ い で 『散文』 が 「ユ ダ

ヤ人 の 最初 の 大 司祭」 ア ロ ン を ガ ラ ッ ドの 予表 として こ こ に 提示 した 時、そ の subtext と

して の ヨ セ フ ェ を予表する、 と読まれ る 。

　木 テ ク ス トで シ ャ ル ル マ
ー

＝ ユの 主題 に結集す る 「叙事詩」 が 「物語」 （ア ル チ ュー
ル の

主題） に 内部介入 して い く とい う特異性は 単な る 副次的読み で あ る 。 大帝 の イ ギ リ ス 制覇

一 当然の フ ィ ク シ ヨ ン 44）一 の ジ ャ ン ル 間の プ レ や交差 で は あ り得 な い 重大な 精神史、時

代思想 を示す と読 まれ よ う。

　 ま して 二 つ の 主 権 の 単純 な拮抗で こ れ は あ りえな い
。 本稿 の ガ ラ ッ ドの 「胸 中央 」 の

「石」
45）

の 追 究 に よ り、光 の 彼方に 現出す る の は ほ ぼ 汎 ヨ ー ロ
ッ

パ 的　 　フ ラ ン ス 語文化 圏

（仏、英、独、伊 の お よ そ輪郭 に 入 る地 域）、 ム ー
ア 人 の 統一

下 の イ ベ リ ア 半島　　 ヴ ィ ジ
ョ

ン で あ る
。

『卩
一

ラ ン の 歌』 を も ワ て 大帝が 「神 に 選 ば れ し者」 とな り Militia　Christiを歩

ん で こ の か た、『散文』 が ガ ラ ッ ドを 大帝 の 系譜 を 遡求 した所 に 置 い た 意 味を解明す る よ す

が が こ こ に あ る 。

　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 214
　た だ ひ と り 「聖杯」 を見 る事 を 許さ れ た 騎士 ガ ラ ッ ドの 額 に 「ル ビ ー

」 が 置 か れ ず に 、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （47）
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「旧約」 の 「大祭司 」 として そ の 「胸」 を飾 っ て そ れ は キ リ ス ト を予表 し、重な る 。そ の 時、

創造者 の 手 に 選 ばれ て あ る特権的な 「石 」 は、「ラ ン ス ロ ；聖杯」 群に ヨ
ー

ロ
ッ

パ の 擬歴史

2300年 に エ ピ ロ
ーグ を付加 する も の で は な い か ？　 か つ て 惨然 と輝 い て い た 「ガ ラ ッ ドの

石 ．」が 俗 の 掌 に 握 られ、隠蔽 さ れ て きて 、 こ の 時 を しも 「旧約」 と 「新約」 を通底す る解 き

ほ どか れ た 読み に 平行 して 、ガ ラ ッ ドを介 して 「物語」 の 新鮮な読 み
46）が こ こ に 提示 さ れ た

こ とに な る。

3
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NOTES ：

　　 1）　 Ed ．　par　L．　Harf ・Lancner ，　tome 　IX，　Gcn6ve，1997，§45，　p．137．

　　 2） 2003年 6 月、於獨協 大 学。本稿 は 同学会誌 に掲載 予定 （E［】刷 中、木稿注 27＞参照 〉。

　　 3）　GeOffrOy 　de　MOnmOUth ，
”
De 　HiStOriU　RegUm 　Britanniae

’卩
，　in　L α 五 曙gη磁 刃渤 魏 硼 鰓 ，6d．　par　E ．　Faral，

　　 　 tome 　II，　Paris，1969．

　　 4）　Le　Roman 　de　T”∫‘αη θη 卸 ）se ，6d 、　par　M 、　L ξonard 　et　F ．　Mora ，　tome　IV，　Paris，2003，§　331，　p．31Ll．36．

　　 5）　 Ed ．　 cit ，　de　Harf．Lancner ，　tome 　IX．

　　 6） 書 き取 られ、ヵ マ ロ （Kamaa ］oth ） の

一
i要 な 教会一の 所 蔵す る と こ ろ とな る 。 ア ノレ チ ュー

ル 王 の 「夢」

　　 　 ＝テ ク ス トの 機能 に つ い て は 他で 取 り Lげ る 予 定。

　　 7） 「塔の 驚異」（§43，11．27，39）に お け る ガ ラ ッドの 中心 的役割 と、神 の 介入 、「驚 異」 と 「奇 跡」 （miracle ，　mira ・

　　 　 cles ） （§43，1．42　et §44，1，23） の 併 用 お よび
一
驚 異 1 （§41，1．24，§43，　Il．9，27，39　et　41） の 頻 度 を強 調 す る に

　 　 　 留 め る。

　　 8）　第七巻 に 同 じ く
「プ リ ァ モ ス の 城 1 の 冒険 に 関わ る ト 1丿 ス タ ン ほ か 二 名の 騎 士挿 話は あ り （Ed．　par 　D．　Quc−

　　　 ruel 　et　M ，　Santucci，　Geneve，1994，　pp，233−237，12 一122）、明 らか な 対比 的構造 を示 す （そ の 指摘は⊥ 掲2）

　　　 論文参照 ）。 城は paganisme の 砦 と して の シ ン ボ ル 性 を備 えて い る が た め に 類似 挿話 の 増 殖 を誘発 した、と

　　 　 考 え ら れ よ う。

　　 9） 『聖 杯 の 探 索』 は ガ ラ ッ ドが 「聖 杯．」 を 「見 る 」 場 面 で ク ラ イ マ
ッ ク ス を迎 え る （La　Queste　del　Saint

　　　 Graal，6d．　par　A．　Pauphilet，　Paris，1949、　p．277，11．28−33　ct　p．278，　IL　l−2）ロ

　　 10） つ とに 指 摘 した 研 究 は E，Faral，　Recherches　 s
’
ur 　les　 sources 　 latines　 des　 centes 　 et　 romans 　 courtois 　du

　　 　 Mo ）
’
en 　Age，　Paris，1967，　p．354．

　　 ll）　 フ ァ ラ ル の 東方趣 味や 装飾 と して の 扱い か ら、　Jean　Frappier は こ の 「
一
宝石一の 特質で あ る 「光 彩」 を と く

　　 　 に 強調 し、前者 の 取 り一L げ な か った 『ロ
ー

ラ ン の 歌』 を 援用 し て い る （
“
Le　Theme 　de　la　Lumi 合re 　de　la　Chan −

　　 　 son 　de　Roiand　au 　Roman 　dg　la　Ros9”，　in　Cahiers　de 置且∬ oc ゴα蜘 7z　Intemationale　des　Etudes　Francaises，　N ，

　　　 20 （1968），pp．101−124）。後 続 の 研 究 は
“
Clartξ： Essais　sur 　la　lumiOre，　II，

”
in　Pris−−Wa ，　tome 　XVII ！2

　　 　 （2001）誌 L （例 え ば A ．Labb ξ，
“
Une　obscure 　clart6 ； La　table　d’or 　 et　l’escarboude 　de　Pierre　le　Cruel

　　　 dans　la　Chanson　de　Bertrand　du　Guesclin
”
）、に い た る ま で こ の 「光一の 位相 に あ る、とみ な しえ よ う。

　　 12）
“
bezeichnet　seit 　Plinius　den　rubin 　in　 wieder 　gabe 　des　gr！

”
（W ，　vQn 　Wartburg ，　F7 α脚 sぽ5惚 5 助 ・

砌 Jg−

　　 　 gisches　Mfdirterbuch，　Band 　IL　Basel，ユ971，p．361），

　　 13）　Pliny，　Nainral　Histo冗y，　ed 、　by　D．　E．　Eichholz，　London．Cambridge，　Massachusetts，1962，　Livre　XXXVII ，
　 　 　 xxvi ．

　　 14）　Ed ．　by 亅ohn 　M ．　Ridd 】e，　Wiesbaden ，1977．

　　 15）　∫bid．，　P、　ix．

　　 16）　6d，　cit．　de　Riddle，　pp．61−62，

　　 17） Aristoteles，　Pliny，　etc．「金 に 勝 る 塊珀」 な ど 1
｝
ゴ代的 な 「石一の 考究 は こ こ で は 割愛す る ．

　　 18）　韻文 の 「鉱 物誌 」 （ms ，　de　Mod6ne の み ） を援 用、「光一．の 強調 を注 視、『散文 ［ の 「石 1 を特定化 した研 究

　　 　 に C ．−A 、Van 　Coolput ，　Aventures 　queraitt　et 　le　sens 　du　 monde ．　ASPects 　de　la　 rticePtion 　Productive（tes∫Pre−

　　　 miers 　romans 　du　Graal　c）
’ctiques 　dans　te　Tristan　en 　prose，　Leuven，1986，　pp．184−185，

　　 19）　P．Studer　and 　J．　Evans （ed ．　by），Angto−Aiorman　Lapidarigs，　Paris，1924，　p．139，　J．「ル ビ ー
／ エ ス カ ル ブ ー

　　 　　ク ル 1 （Rubi　escharbuncle ）の 配 列 も他に 兄 られ る （B．　N ．　f．　fr．14969 ： P．　Meyer ，
“
Les　plus　ancie 冂 s　lapidai・

　　 　 res 　frangais”，　in　Romania，　tome 　38 （1909），p、67，　xxx ，　v、547）。

　　 20） 1石 榴石 」 を boucleの 「変造 語 1 とす る見解 もあ る。 （E．　Baumgartner　etPh ．　M6nard ，　Dictionuaire　gtymolo −

　　　 gique　et　htStorique　de　la　langne　franFaise、　Paris，1996，　escarboucle ）．

　　 21） rテ ーベ 物語』 の 「灯台」 の 「石 」 も同様 に i石 榴石一とな ろ う （Le 　Roman 　de　Thdibes，　publ．　par　G．　Ray．

　　　 naud 　de　Lage，　tome 　I，　Paris，1969，　pp，21−22，　vv ．661−666）。『卩
一

ラ ン の 歌 』 に は 敵 の 船 団 に 掲 げ られ た
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「散文 ト リス タ ン 物語』 に お け る 「鉱物誌」 ない しそ の 出典 に 関 す る
一・考察 佐 佐木 茂美

，觚 ，と雁 ， れ た
一
粥 石 」 「数多 くの 石 師 〔… b・ n ・les） と灯 嵎 げ た り・1 （佐 醐 夫訳・罅 書房・

1986 年 参 照）、P．197 、L 。・ Ch。ns ・纏 肋 砿 t・ xt・ p ・e・ent6 ，　t・ad ・it ・t ・… ・ nte 　pa 「 J・・Duf ° uFne し・

P 。 ，i，，1993，，．．264，、v．2633）・・劼 」 1じ語 漱 ・）駈 で は 「紅玉 」 と邦訳 鉢 て ” 橘 こ注意・イ ス ラ
ーム

。 神 。 ，。 ヴ 。 ガ ． の 躰 つ け た esca ，bund ・ は そ の ・神 馳 ら 魄 玉 をひ き糊 り」 （Ibid・，・・　262・　v・　2589）・

22） P，M ，y ， ，，。 ，t．　dt6 ，　P．67，　xx ・，・．547．　seig … ag ・ は 顎 鑼 ／雛 ・権勢」・
・ L 注 28）

　 　 ．
23）

ll
，t ＿ 励 伽 卿 。π 〆螂 ・脚 擁 ・ch ・・b・・‘酬 ・ガ 伽 融 認 ・・P ・bl・・pa ・ M ・R °ques・　Pa「1sl

1973，．P．． ，、9．，。 。 ．1593−1594），嫣 ・h・・b。・・les
・

（ム・ Cん・・囎 勲 伽 紹 ’・… bL … M ・R °・uesl
　
pa 「is・

　 1958，P ，45，　v ．1471）．

24〕 E ，ec ，．ed．、jt．　d，
　R 。q 。。s，・P．2・6，・vv ．　6了77

−6789」 ク リ ジ ・ス 』 で は 「醐 の are石コ q… t「 e
　
escha 「b° n’

　、1，） を も 。 て 。 ．二 ・ の 類い な い 輝 僕 し さ を上ヒし た 〔Clig・・，　p ・bl・・P・ ・ A ・　Mi・ha　Pa 「is・】957・P・83・　．
v・

　m ）。r聖杯 吻 語 丿1 （L ・
　R ・・izan ・d・

　P ・rc・va ｛・・ u　le　Conte　du　Graat ；　p・ b1・P ・ ・ W ・R °ach ・　Geneve−Pa 「1s・

　1959，PP ．、26−227） 。 ・黙 の 寝所・ の 天 都 ・ ・柱 ・ そ れ ぞれ ・ は 四 個 の 「囓 石 ・ 〔… a ・b・ ・1・） 〔v・77°3）

　 が 取 り付 け られ 、「四 個の 蛾燭」 （quatre　chierge ） （v．7705） に 比 さ る。

25） 拙 稿、
・Q。。、，e，、i。ne 。。・，i、・ a1　P。・・ une 　l・・… e （一 ・q ・… u ・ les・ scb ・・e・ du 　Chat・au 　

du
　
R °i

　
Pa’

　、h ， u ，
　d。n 、

．1，，
　R 。 m 。，，

　d。
　G ，aal （1181−deb… 12・・）∴ r早脚 大 獣 糀 文 学研 究 科 糸己要1・第 32号

　 　（1986），pp ．85−103．

26） Ch，e、、，n　d，
　T ， 。y ， s，・Le　Roman 　de　Percevat・u・1・・C ・ n … d・・G ・aal … テ ・ ア ・

鹽ド 卜゚ ゜ ワ ・『聖杯 の

　　物語、ま た は ぺ 、レ ．’… f 。 峭 物語」、佐佐 木 獄 、訳 註・大 轄 林・昭和 58年 … 6°・ク vt イア ン
’

ド
’

卜

　　。 ワ の 1嫉 燗 接の P ，e−t， xt 。 、ウ ー
− J・ 蝦 階 で r蜥 の 物語」 1こ当 た る 「r“lvt ・

・
一ノレ 』 に は・” 魏 る

　　（「聖杯 」 ， つ い て ）素材、錨 、懸 彡の 記 述 漁 い ．戦 る ・
・vell・」 が あ ・ だ 腿 （L ・th・　P・2°3）・ク レ チ ア

　　。 よ 嗷 韈 に 洞 述 題 で 三 部 罐 した ・ べ 一
・レ ・ド

・和 ン は ・暗 綴一行 に 『高 価 に して 大 い 鮖 器 』

　　（Nit、，，。 ．852 ）．　r第一繍 」 1ま
一
纏 ・）勘 ・・て 、あ また の 高lifiな ・ 宝 が そ ・ に と ど め ら れ て 」 （MSSL

　
vv ・

　　75217523，MSA ，。 。 ．748B −7485）。・ の r鞴 』 計 ； 耀 、・ ら に 鏃 を続 け る が ・「あ ま た の 宝石 魄 め

　　． まれ 哩 杯 」 （MSS 　T，　V ，　D，　vv ．14・5
−14・6，　MSS 　E，　M ，　Q，　U ，　vv ・3853−3854）・しか し 『繍 』 の 躰 は ど

　　纏 耻 げ て も， ． テ イ ・ 瑚 嫻 しt・　
r

光．・ は
一

様 に 脚 る ・ とは ない ・・ （黼 ・「『記憶』 の 記 号」 鰹

　　琴』 融 、13・9−、1983 年、PP．18−21） ・ エ
ー

・レ 蝦 階 に 1 宝 石 も光 もな い とす る と・そ れ 鵬 人 した の は 〃

　　 レ テ イ ア ン （ま た は そ の 直接の 典拠 （v．67） か ？）1。

27） 「黄 金 の 林檎 」 瞳 金 色の ・ 〃 ・をぺ ・け 謡 で 意嚇 る （M ・・c・ P ・1・，五・ P ・醜 … 撫 脚 σ漉 fd・
　　，、 ， Ph ．　M6 。、，d，・。 m 。　1，　20・1，・P．・21・，3・，9）。騎贓 ・・手 ・ す ・船 肺 ブ ・

’
一 ズ ・だ が 「激 』 で は 鎬 の

　　黜 簾 仕．上げて V 〈 ・飆 界 、 の 1七縛 で 靭 、
一

，k石 ・ 同 榔 麪 … た 齢 で あ る燵 い な い ・齢 に

　　関 して は、M ．　Bl。、h，　i。 撫 ・‘・・ 繊 ・t・ ire・・Vgaiil・ate　et　S ・ ci　 le，・・rn ・ V ・193a　PP ・259
−271・ム b磁 M 卿

且

簾i！農器聯謝
究

攣 穿誰 。、、、． ・。 ・・LIL 　 C，・Pm ・・・ …
一

・ ・て ・檎・

　　梨、桃 仔 玖 … ヤ ・ 、雛 まで ふ くむ 繍 で 齣 ・ig・L”，・ テ ・ 語で は普 通 ピ 衂 」・1王 齢 シ ン

　　。 、レ 」 を 同時 、、指 して い た （Lexicon 　Latinitatis　tVedii 　Aevi，・ ・1・nh ・lti・・MCMLXXXVI ・　p・ m ・ m ）・な 網

　　木 。 関す 。以 下 。 橢 瞞 卿 Dr ・躙 は鮴 ・ ご と く
…

… SS・F・V）伝 説
・聖励 蹴 ・ （1）・明9 ／t学 龍

　　校舎 躰 妣 学部 共 同 戦 論集 ・N ・ ・ （199・）、PP ．144
−173 ；  lr人蹴 鮴 の ご と ← 鹽

」
　 一

地 上 の 楽

　　園」 ＿ 嘛
一一

」 （IV）洞 研 究 謙 ・N ・）3 （2。。1），・PP ・・165−2・3 ； 
一
物語 内破 園 ’初 櫞 と覿

一 ク

　　． テ イ 。 ．
．

ド
．1．　 P ワ の 撚 を め ぐ。て 」、同殿 謙 ・N ・ 6 （2。・3）・PP ・121一国55・さ らに 「散文』

　　防 騰 ガ ラ 。 ド の 勤 の 1鵬 ，

・

嫉 」 醐 し て は 伽 拙稿 に 言卵 ・あ る ・  酬 翻 敵 瀰 ¢‘雄

　　P。naise 　d，　La。、ue 　et 　de　Litttirature　Fra・nFaise ・，・本 フ ラ ・ ・ 語 ・ ラ ・ 紋 学会餅 （印刷 中） （上 註 2）参

　 　 照。
28） G 。 ill、。 m 。

　d，
　L。 rri 、，・L ，・R 。那 勲 ‘・ 蹠 ・・6・… e，・・ad ・… … ・ nte ・P ・ ・ J・・D ・f… net ・Pa 「is・’999・

　　，．1。，，vv ．1・・3−11・8 （ギ ．
一

ム
・ド ・… 　 r飜 の 物 語」・雌 木 献 訳 注汰 学醂 ・昭和 63 年・　 PP

　 　 7577 ），

29） そ れ ぞ 続 本 嬾 鼬 んだ二 本 に た 甑 纐 髪 が踝 まで く る ・・ れ は コ．女己な・
・
し それ ・ 準ず 抛 位 の 雄 の

　　指標で あ。た （E．R ．　G 。dd 。・d，・W ・鯲 C翩 顧 ・ F ・勲 丁・… 確 跏 ・痂 ・ nd 　T ・
letf ’h　Cen ’uries ・　Bal−

　　 timore ，1927，　P，219）。

3。） 対 。 ・丿 。 ト幽 と の 戦 曝 徒 とイヒした イ ・ ラ
ーム の イ誰 に よ り 「引 きち ぎ られ 1 た 「紅玉 」 ¢ ° 一ラ ン の

　　歌』 　 「か れ （イ ・ ，
一

岫 神 の 偶 像）の 紅 （一 ・ca ・b ・ ncl ・） は （領 ） 主 権 の ・tし「ibutで あ ・

　　 た は ずな の だ （卜掲註 21））。

　31） z 本 （B．N．　f，　fr．25523 ） も H 本 （B、　N ．　F．　Fr、1573） も変 わ らず・B・N・f’fr・12786　et　3了80 二 本 も 距離指
　212

　　 定が あ る 　半 里 遠 くに 」 （demie　liue　loing）e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （49）
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32）　La 　Queste＿，6d．　cit ，　de　Pauphilet ，　p．277，1．21．

33）　 ； の 換 喩 とそ の 対立 は 他 の 詩作 山b ：waし （拙稿、
’‘
NOnChalOir 　et　ArnOUreUX ・PriSOnnier．　MUtatiOn 　de　la

　 vie 　de　Charles　d
’
Or61ans，

”
　in　Etudes　de　Langtte　et　Litttirature　Franc’aises ，　 H 本 フ ラ ン ス 語 フ ラ ン ス 文 学会、

　 No 　16 （1970），　pp．1−19）；拙書、『シ ャ ル ル
・

ドオ ル レ ァ ン 詩 研 究 』、フ ラ ン ス 図 書扱 い 、昭 和 53年、771頁

　 （「文 部省研究成果刊 行費 」に よ る 刊行）、97−le7 頁参照。
34）   Le　Charroi　de　Nfmes，　ed，　parJ、・L，　Perrier．　Paris，1982，乏．8，　vv ．244．−245；  La　Chanson　d’AspremGnt，

　 6d、　par　L．　Brar】din，　Paris，1924，　p．146，　vv ．10709−10711 ；
1  La 蔽 ）rtご4f蹴 θガ de　Narbonne，　edizione　eritica

　 con 　 note 　 e　glossario　a　 cura 　di　P．　Rinoldi，　Milano ，2000，　p，2D9，　vv ，85−86 ；  ibid．，　p．259，　v．975 ；  Chevale −

　 n
’
e 　Ogier　de　Danemarche，6dit6c　par　M ．　Eusebi，　Milano．Varese，1963，　p．114，　vv ．1653−1655．　Trgsor　de　la　Lan−

　 gue 　FrangaiSe，　tDme 　8，　Paris，1980，　escarboucle は 初 出年代 を Ca　l　l50 と し  を 写本年 代 （13世紀 中葉〉に

　 よって 挙げて い る （マ
ッ ク ミ ラ ン 本）。

35，） 兜の 中央部に
「
紅玉 」 （esearboucle ）は置か れ 臑

．
三の 眼 】 とさ れ た 〔R．　Viei，　Les　Origines　Symboligues

　 du 　Blason 　szaivi　de　l
’
ffet7ntitisme　dans 　l　

’
A 　rt　htiraldigue，　Paris，1992，　p．154；Th ，　Miguet，

“
L
’
Escarboucle，　pi．

　 erre 　de　lumi 合re
”
，　in　Marche 　Romane ，　tome 　XXIX （1979）、　P．58）．

36）　
”Lapidaire　en 　vers1

’
（Ed．　cit．　de　Pannier，　p．239）．本稿で は よ り正 確 な 「キ リ ス ト教的 韻 文 鉱物誌 」 とす る 。

37）　本稿 　⊂止二掲 P，4）　参F，e．。
38）　そ の オ リ ジ ナ ル 本 の 影 響 卜

．
に 書か れ た か （F．Hue，

」
℃ ontribution 　a　1’6tude　des　lapidaires　anonymes 　en

　 prose 　frangaise（fin　du　X工Iles．−fin　du　XVe　s．）”，　in　Ecole　des　Chartes，　Position　des　th2ses，1975，　p．　ll6）ロ
39）　 Ed ．　cit、　de　Pannier ．　p ．292．

40）　Jbid．，　P．241．
41）　lbid．，　P．265．
42）　ガ ラ ッ ドは キ

1
丿 ス ト神 秘名の ．一（A．Pauphilet ，　Etude　sur 　lα Queste　du　Saint　Graal，　Paris，1921，　p，136）．

43）　中 tlEフ ラ ン ス 諳の r散 文 ト リ ス タ ン 1 に は 中世 Z ペ イ ン 譜 お よび ポル トガ ル 語の 翻案が あ る 。そ の い ずれ も

　 ，
t
胸 中央 1 で あ D 「石 」 とあ る 。　Cf，”en 　medio 　deユospechos 　una 　pitidra

”
（La　Demanda 　det　Sancto　Ghai，　Se・

　 vil｝a，1535，　fol．　clvij （木版印 刷 e 現 存三 冊 の み）；

“
no 　meiu 　do　peito　uma 　Pedra

”
（A 　l）emanda 　do　Santo　Craal，

　 ed．　par　H ．　Megale ，　San 　Paulo ，1988，　p、388）
44）　「司 教 の ご と き」 （en 　semblance 　d’esveque ） （Lα Queste＿，6d，　cit．　de　Pauphilet，　p．268，11，17−18　et　20−

　 21） 姿で 現 れ た と 言 う。
45） 『ロ ーラ ン の 歌』 は 二 個 所 で 、大 帝 の イ ギ 1丿ス 制覇に ふ れ る （Ed ．　cit，　de　Dufeurnet ，　p，88，　v ．372 ；p．242，

　 vv ，2331−2332）。ウ ィ リ ア ム 征 服 王 との 重 な りが 指 摘 され て い る （p，391，　v，372　et　p、4L6，　vv ．2322−2333の 註

　 参照）。
46）　 信 者 の 「胸 中央」

一一
（大）司教佩 用の 十 字架の 定位t　 　 に Corpus　Domini （聖 体） は 「拝領」 〔ミ ナ の

　 ハイ ヲ イ ト）、「安 置 」 さ れ る 。 『聖 杯 の 探索』 で 「キ リス b教徒 の 最 初の 司教一1 ヨ セ フ ェは ガ ラ ッドの 前 に 現

　 れ 、Mca 　Culpa 「胸 中央」 を 打 ち （6d，　cit ．　de　Pauphilet ，　p．277，1，25）、か れ よ b ガ ラ ッ ドは
旨聖体」 を受 け

　 る Gbid，，　p．278，1．15−16）。ガ ラ ッ ドが 「聖杯 1 を 見 る の は そ の 間の 出来 事で あ る 。『散文』 の 極め て 巧み な 介

　 人 は こ こ に 「新約一1 の 読 み 替 え の 大 司教 と 1
−
「凵約」第

一
代大 祭司 とを

一
堂 に 立 ち 会 わ せ て 二 つ の 壱critures を

　 接 続 し、完 結 さ せ て い る点に あ る 。

　　 ＊ ＊ ＊ 稿者
．
の
一

連 の ア ブ 卩
一

チ は 「石」 を手 が か りに 行 な わ れ て きた 。「石 」 の 創造 も、そ の 選 り す ぐ りの

　 「宝 石 」、そ の 「名 称 」 も神 の じ き じ きの 所業 〔上 掲 p．5お よ び 註 36）−37）参 照） と し、そ こ に 精神的 ／宗教

　 的価値 を置 く西 欧の 伝統 は こ の 国で 意識 さ れ 紹 介 さ れ て は い な い は ずだ。ト ー
ル キ ン の 想像界 は こ の 「物 」 な

　 しに は あ り え ない 。か つ て 16世紀 ポ ル ト ガ ル の 宣 教師ノレ イ ス ・
フ ロ イ ス を して こ の 「鉱 物の 介入 」 の 有無 を

　 も っ て 西 欧 と東洋 の 文化的特徴を指摘、短い だ が 何箇所に もお よぶ そ の 記 載が 思 い 起 こ され る 。1585 年 と り

　 纏 め られ た。（re 一ロ
ッ

パ 文化 と 日本文化』、訳註 岡田章雄、岩波書店、1995）。聖職者 で あ る に かか わ らず、

　 か れ の 観察 は 女 性 の 装 身具細 部 に お よび 、H，14 （イ ヤ リ ン グ ）、　II，17 （腕輪）、　II，18 〔ネ ッ ク レ ス ）、　II，22

　 （指 環 ） 等、さ ら に XI 章 で 装 身 で は な く所 持 に 及 び、「わ れ わ れ （西 欧 人 ） は 宝 石 や 金、銀 の ハ
’
を宝 物 とす

　 る 。」 （XI，9）　とあ り、だ が 指摘 に とど ま る 。

　　 稿者 の こ の 方 向の 論 考 は 、 
”Emeraude　d

’
lseut　et　lc　jaspe　de　Tristan

”
，　in　Romania ，　tome 　CXI （1994），

　 pp ．361−384； 
L’“Anel”et

“Seel”；de　B倉roul 　et　du　Lancetot　au 　Roman 　de　T海s孟απ en 　prose，
”inルVisceltanea

　 Mgdievatis，　Mtilanges　offerts　d　Phitippe　Mtinard、　pr σfesseur　a　la　Sorbonne．　tome　II，　Paris，1998，　pp．1203−

　 1212；  「イ ズ ー
の エ メ ラ ル ドー1 （ベ ル

ー
ル 本 の 指 輪返 還 の 場 面 ・そ の

一
考察）、『早稲 田 大 学 ・明星 大 学名 誉

　 教授 　佐藤輝 夫 先 生 卒 寿 記 念論 文 集』、東 京、1993，pp ，137−149；  上 記     は Emeraude 　et　fasPe（r中世 フ

　 ラ ン x 文 学 論文 集．！（選集）、第一巻 （欧文 篇 （1））、明星 大 学、平成 14年 3 月刊、457 頁 （1研 究 成果刊 行

　 費」） （
一
増額 分 」 に よ る ）、の うち 「 ト リ ス タ ン 物語 1 （散文 及 び 韻文） （  pp ．58−81 所収、  pp，　IO6−115）
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r散文 ト リ ・ タ 吻 語，1］ に お ける 「鋤 訥 な L・しそ の 出典 に 関 す る
一考 察 佐佐木茂美

に 採録。
構 は 現在＋1刪 1 。 b

’
11・・LU・ ラ ・ 攻 学 論 鰈 』 （選集）、第 譖 収録 ・ 謙 腰 約 とな る ・こ 樋   ・ほ か

  ，。 ， 。 ド。 彫像、消 騨 的耽   ・紅 玉 ・ 曜 砥  
．
邪 嚇 lr ・ ・ サ ・レ まで 嘘 史 旦 眦 輜

究、  。 ，。 テ ．一、レ の 夢、  r融 』、r聖 杯嗷 索』、r騨 吻 語』 （融 ） ・ お け ・ ガ ラ ・ ドの 融 と最 初

。 ， サ、  「
・
邪 城 と対 黙 ・ ・ ル ド ・ ・ と・ ・ グ ・ チ ・ ス ・ 讎 ・隣 断 の 1

：
記 『論 蝶 』藻 港

に 櫞 ）  棉 冒頭 に 記載の 梱 ・f．L 掲註 27）参照）．L・上 縮 緬 接 に か か わ り〔        胱 成厭 ’

しEI」刷中 （国内 お よび国 外）。
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